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第 1 部 多項式時間可解性 
 第 1 部にあたる第 3 章から第 6 章では，多項式時間可解性の観点から各遷移問題の解析を
行っている．ここでは，各章で扱う問題は前章の問題の一般化となっている． 
 
第 3 章 点彩色遷移問題 
 本章では，点彩色遷移問題を対象とし，入力グラフの構造に基づいた計算複雑性の解析を
行った．まず，この問題は弦グラフと呼ばれるグラフにおいて PSPACE 完全，すなわち多項














間アルゴリズムを与えた．この結果は，Wrochna によって示された，パス幅 2 のグラフにお









の種類数が 3 以下の場合にはこの問題が多項式時間で解けることを示した． 
 











第 2 部 パラメータ複雑性 




























成り得る遷移問題の難しさの 1 つを真に打破するものであると言える． 
 
 




第 1 部：第 3 章と第 4 章では，入力グラフの構造に基づいた計算複雑性の解析を行った．
とりわけ，第 3 章の一部の結果は，とある未解決問題への解答を与えるものとなっている．


















第 1 部にあたる第 3 章から第 6 章では，多項式時間求解性の観点から各遷移問題を解析してい
る． 




第 5 章，第 6 章では，それぞれリスト準同型遷移問題と 2 項制約充足遷移問題を対象とし，頂
点に割当可能な値の種類数に基づいた計算複雑性の解析を行っている． 
第 2 部にあたる第 7 章から第 9 章では，パラメータ複雑性の観点から各遷移問題を解析してい
る． 
第 7 章では，リスト点彩色遷移問題および準同型遷移問題を対象とし，固定パラメータ非容易
性を示した． 
第 8 章では，リスト準同型遷移問題を対象とし，頂点に割当可能な値の種類数とグラフのモジ
ュラ幅に関する固定パラメータアルゴリズムを与えている． 
第 9章では，一般の制約充足遷移問題を対象とし，頂点に割当可能な値の種類数とグラフの様々
な構造パラメータに関する固定パラメータアルゴリズムを与えている．制約充足遷移問題は非常
に多くの遷移問題を特殊ケースとして含むため，本章の結果は極めて重要である．さらに，計算
時間に関する下界を証明し，ある計算量の仮定の下では，いくつかのアルゴリズムが最適である
ことを示した． 
第 10章は結論である． 
以上要するに，本論文は，様々な遷移問題を特殊ケースとして包含する制約充足遷移問題を題
材とし，既存研究を体系的にまとめるだけでなく，既存結果と対比をなす多数の結果をも与えて
おり，計算機科学，特に組合せ遷移の理論研究の発展に寄与するところが少なくない． 
よって，本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
